
町政を問う！ 会派代表

　
　
将
来
を
見
越
し
長
期
計
画

を
見
据
え
た
予
算
の
内
容
は
。

　
　
　
　

持
続
可
能
な
安
定
し

た
行
政
運
営
を
行
う
に
は
、
将

来
を
見
越
し
た
長
期
的
な
視
線

で
予
算
編
成
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
や
設
置
費
補
助
金
の
創
設
、

道
路
照
明
灯
の
リ
ー
ス
・
Ｌ
Ｅ

　

Ｄ
化
や
上
ケ
第
１
ポ
ン
プ
場
お

よ
び
市
原
跨
道
橋
（
※
）
の
長

寿
命
化
対
策
を
計
上
し
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
知
多
武
豊

駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
、
町

道
武
豊
港
線
を
始
め
と
す
る
道

路
新
設
改
良
事
業
や
武
豊
町
屋

内
温
水
プ
ー
ル
建
設
事
業
な
ど
、

平
成
27
年
度
に
引
き
続
き
主
要

事
業
に
併
せ
、
梨
子
ノ
木
第
二

土
地
区
画
整
理
事
業
の
予
算
も

将
来
を
見
越
し
た
も
の
の
一
つ

で
あ
る
。

　
　
既
存
事
業
と
の
組
み
換
え
、

縮
小
、
廃
止
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　

主
な
も
の
は
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
廃
止
に
よ

る
代
替
と
し
て
、
町
内
の
介
護

老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
「
高

齢
者
交
流
事
業
」
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
の
委
託
や
、
道
路

照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
電
気
代
や
球
切
れ

な
ど
の
修
繕
費
の
削
減
を
図
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
資
源
回
収
事
業
で
は

月
1
回
の
地
域
回
収
や
、
農
地

保
全
の
自
主
的
な
活
動
に
対
す

る
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
に
よ
り
、
従
来
か
ら
の
歳
出

を
抑
制
し
て
い
く
。

　
　
今
回
の
取
り
組
み
で
経
費

の
削
減
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　

主
な
も
の
で
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
関
連
で
は

約
1
5
3
0
万
円
、
資
源
回
収

関
連
で
は
約
5
5
0
万
円
、
農

地
保
全
関
連
で
は
約
3
4
0
万

円
で
、
全
体
で
は
約
2
7
0
0

万
円
の
削
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
施
策
の
能
率
化
に
つ
な
が

る
事
業
で
職
員
か
ら
積
極
的
に

提
案
さ
れ
た
施
策
は
。

　
　
　
　
　
　

事
務
の
合
理
化

や
経
済
性
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
し
た
提
案
の
中
で
、

一
例
と
し
て
女
性
活
躍
推
進
法

な
ど
の
成
立
を
踏
ま
え
職
員
研

修
に
「
女
性
職
員
向
け
幹
部
養

成
の
た
め
の
研
修
」
、
経
費
や

道
路
照
明
灯
の
消
費
電
力
を
抑

え
、
光
熱
費
の
削
減
を
図
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
リ
ー
ス
で
行
う
提
案

が
あ
り
予
算
化
し
た
。

※
跨
道
橋
（
こ
ど
う
き
ょ
う
）

と
は
、
道
路
の
上
を
越
え
る
た

め
に
設
置
さ
れ
る
橋
の
こ
と
で

す
。

政和クラブ
大岩 保 議員

一
般
質
問

問

問問

問

答

町
長

平
成
28
年
度
予
算
に
つ
い
て

縮
小
・
廃
止
し
た
も
の
は

職
員
か
ら
の
提
案
は

将来を見据え
継続性のある予算答

平成28年度
予算編成方針は

問

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政

全
般
に
対
し
、
疑
問
点
を
質
問
し
確
か
め

る
こ
と
で
す
。

　

会
派
の
代
表
者
が
質
問
す
る
「
会
派
代

表
質
問
」
と
、
個
々
の
議
員
が
質
問
す
る

「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
質
問
時
間
は
答

弁
を
含
め
50
分
以
内
で
す
。

■安全を見つめる防犯カメラ
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個人質問 町政を問う！

　

引
き
こ
も
り
の
長
期
化
や
、

社
会
に
出
た
後
に
引
き
こ
も
る

な
ど
、
30
代
か
ら
40
代
の
年
齢

層
も
増
え
て
い
る
。
引
き
こ
も

り
に
対
す
る
防
止
も
含
め
、
早

急
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

引
き
こ
も
り
の
人
数
な
ど
、

現
状
把
握
は
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

実
態
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
の
把
握
は
で
き
て

い
な
い
。

　

相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
引
き
こ
も
り
が
増
加
傾

向
に
あ
る
と
推
測
す
る
。

　

実
態
調
査
は
大
切
で
あ
る
と

思
う
が
、
個
人
情
報
な
ど
課
題

が
あ
る
。

　
　

現
在
行
っ
て
い
る
支
援
は
。

　
　
　
　
　
　

相
談
事
業
「
こ

こ
ち
ゃ
ん
サ
ポ
ー
ト
相
談
」
と

し
て
、
毎
月
１
回
第
２
水
曜
日

に
思
い
や
り
セ
ン
タ
ー
で
、
相

談
窓
口
を
開
催
し
て
い
る
。

　

居
場
所
づ
く
り
事
業
は
、
支

援
団
体
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

毎
月
１
回
第
３
土
曜
日
に
砂
川

会
館
で
、
参
加
者
と
支
援
者
が

軽
食
を
作
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り

し
て
、
一
緒
に
考
え
応
援
す
る

活
動
を
し
て
い
る
。

　
　

今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
新
た
な
支
援
は
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
　
　
　

現
在
行
っ
て
い

る
相
談
事
業
や
居
場
所
づ
く
り

事
業
を
継
続
し
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
方
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
解
決
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
う
。

　

そ
の
た
め
に
、
周
知
の
方
法

や
相
談
窓
口
の
増
設
、
関
係
機

関
と
の
連
携
が
必
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
学
校
・
保
健
所
・
福
祉

団
体
・
病
院
・
就
労
関
係
者
な

ど
、
官
民
の
関
係
機
関
の
意
見

を
伺
う
「
協
議
会
」
の
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。

　
　

義
務
教
育
卒
業
後
の
支
援

と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
の
よ
う
な
方
に
よ
る
家
庭
訪

問
な
ど
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

家
族
の
理
解
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
個
人
情

報
な
ど
の
問
題
が
あ
り
難
し
い

と
考
え
る
。

　
　

い
じ
め
・
不
登
校
対
策
に

比
べ
、
引
き
こ
も
り
対
策
の
予

算
は
50
万
円
弱
と
10
分
の
１
だ

が
、
予
算
を
増
額
し
て
支
援
を

充
実
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

予
算
を
付
け
れ
ば
な

く
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い

が
、
必
要
で
あ
れ
ば
対
応
し
て

い
く
。

※
他
に
「
平
成
28
年
度
予
算
に

つ
い
て
」
の
質
問
。

きずな
鈴木 一也 議員

現在の事業の充実を考える答

引きこもり対策に
新たな支援を

問

会派代表 町政を問う！

問

問問 引
き
こ
も
り
対
策
の
現
状
は

問 問

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

答

町
長

■居場所づくりの砂川会館 ■相談窓口のある思いやりセンター

義
務
教
育
卒
業
後
の
支
援
を
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町政を問う！ 会派代表

　
　
籾
山
町
長
が
行
お
う
と
す

る
「
発
展
」
「
展
開
」
す
る
具

体
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
ま
た
、

財
政
的
に
は
、
こ
こ
7
年
く
ら

い
が
一
番
き
つ
い
。
「
足
る
を

知
る
」
心
を
も
っ
て
、
創
意
工

夫
を
す
る
と
あ
る
が
町
長
の
思

い
は
。

　
　
　
　

今
年
の
年
頭
の
挨
拶

の
中
で
、
「
展
（
て
ん
）
」
の

文
字
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲

げ
た
。

　

今
年
の
干
支
は
、
「
申
」

（
さ
る
）
で
あ
り
、
「
申
」
の

文
字
は
、
稲
妻
が
伸
び
る
姿
を

描
い
た
も
の
で
、
物
事
が
進
歩

発
展
し
伸
び
て
い
く
と
い
う
意

味
が
あ
る
。

　

町
の
各
種
施
策
が
「
発
展
」

「
展
開
」
す
る
と
い
う
意
味
を

込
め
て
、
「
展
（
て
ん
）
」
の

文
字
を
用
い
て
、
新
し
い
年
に

向
け
た
私
の
思
い
を
表
現
し
た
。

　

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

こ
の
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の

地
域
交
流
施
設
、
知
多
武
豊
駅

東
土
地
区
画
整
理
事
業
、
野
菜

茶
業
研
究
所
跡
地
利
用
、
「
屋

内
温
水
プ
ー
ル
構
想
」
な
ど
、

各
種
大
型
公
共
事
業
の
推
進
や
、

中
央
公
民
館
、
お
よ
び
総
合
体

育
館
な
ど
の
既
存
施
設
に
つ
い

て
の
管
理
運
営
方
法
の
検
討
な

ど
、
一
層
、
発
展
的
に
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

昨
年
９
月
議
会
の
一
般
質
問

の
中
で
、
議
員
よ
り
「
足
る
を

知
る
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ

い
た
。
「
足
る
を
知
る
者
は
富

む
」
の
「
足
る
を
知
る
」
と
い

う
言
葉
を
、
私
は
「
仕
方
な
く

満
足
す
る
」
と
い
う
消
極
的
な

も
の
と
し
て
解
釈
し
て
い
な
い
。

「
こ
れ
で
良
い
」
で
は
な
く
、

「
こ
れ
が
良
い
」
と
い
う
信
念

で
、
計
画
に
掲
げ
た
各
種
の
施

策
を
、
今
後
も
推
し
進
め
て
い

く
。

　

「
町
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
に

繋
げ
る
」
と
い
う
、
大
き
な
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
す
べ
く
、

「
ど
う
す
べ
き
か
」
「
何
が
で

き
る
か
」
知
恵
を
絞
り
、
工
夫

を
重
ね
て
、
さ
ら
な
る
改
革
を

目
指
し
て
い
く
。

　
　
野
菜
茶
業
研
究
所
の
北
側

跡
地
利
用
の
調
査
研
究
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

住
民
の
皆

さ
ま
が
集
え
る
都
市
公
園
や
、

消
防
署
用
地
の
候
補
地
の
ひ
と

つ
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
に
は
整
備
方
針

の
素
案
を
策
定
す
る
。
平
成
29

年
度
に
は
都
市
計
画
図
書
を
作

成
し
、
都
市
計
画
決
定
し
て
い

く
。

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
提

唱
さ
れ
て
い
る
町
長
に
と
っ
て
、

一
番
力
を
入
れ
て
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
こ
と
は
。

　
　
　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
最
も
重
要

な
こ
と
は
人
づ
く
り
で
あ
り
、

協
働
に
対
す
る
理
解
、
意
識
の

高
揚
を
図
る
の
が
大
切
で
あ
る
。

武豊クラブ
岩瀬 計介 議員

問

問

答

町
長

答

町
長

町
長
の
思
い
は

野
菜
茶
業
研
究
所

跡
地
利
用
の
素
案
は

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

町民の皆さんの幸せに繋げる改革答

町長の平成28年度の
基本方針は

問

答

企
画
政
策
部
長

■跡地利用を検討している野菜茶業研究所
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個人質問 町政を問う！会派代表 町政を問う！

公民党議員団
甲斐 百合子 議員

個人質問 町政を問う！

　
　
総
合
的
な
相
談
支
援
拠
点

で
あ
る
、
日
本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
・

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
　

ネ
ウ
ボ
ラ
は
、
福
祉

先
進
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
子
育

て
支
援
制
度
で
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
ま
で
の
一
貫
し
た
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
が
、
一
つ
の
場

所
で
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
私
も
昨
年
、
全
国
町
村

会
の
視
察
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を

訪
問
し
、
深
く
感
銘
し
た
。

　

本
町
で
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

拠
点
の
支
援
体
制
で
は
な
い
が
、

ど
こ
で
も
必
要
な
相
談
が
で
き

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。

　

武
豊
町
版
ネ
ウ
ボ
ラ
・
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
「
セ
ン
タ

ー
」
と
し
て
の
必
要
な
機
能
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
の
メ
リ
ッ

ト
や
地
域
特
性
を
、
見
極
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

　
　
土
日
や
夜
間
の
相
談
窓
口

は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

土
日
や
夜
間

の
相
談
窓
口
は
な
い
が
、
平
日

に
電
話
で
ご
一
報
い
た
だ
け
れ

ば
、
で
き
る
限
り
対
応
し
て
い

く
。

　
　
支
援
が
必
要
な
方
に
対
し

て
、
支
援
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い

る
か
。

　
　
　
　
　
　

支
援
プ
ラ
ン
と

ま
で
は
い
か
な
い
が
、
母
子
手

帳
交
付
時
の
面
談
や
ア
ン
ケ
ー

ト
を
訪
問
や
相
談
支
援
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　
　
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
32

年
度
末
ま
で
に
全
国
展
開
を
目

指
し
て
い
る
。
本
町
で
の
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

整
備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

な
ど
の
基
本
的
要
件
と
専
門
的

な
機
能
が
必
要
に
な
る
。
国
の

動
向
や
情
報
を
注
視
し
つ
つ
、

現
行
の
整
備
計
画
や
支
援
体
制

の
あ
り
方
と
合
わ
せ
、
検
討
し

て
い
く
。

※
他
に
「
平
成
28
年
度
予
算
に

つ
い
て
」
「
町
営
住
宅
の
入
居

申
し
込
み
に
つ
い
て
」
の
質
問
。

支援体制のあり方と合わせ検討答

子育て世代
包括支援センターを

問

会派代表 町政を問う！

問問問

問 ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
支
援
を

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、

・
妊
娠
か
ら
子
育
て
期
に
至
る

　

ま
で
の
総
合
的
な
相
談
支
援

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
お
け

　

る
個
別
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た

　

う
え
で
の
利
用
者
支
援

・
保
健
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

　

カ
ー
な
ど
の
専
門
職
の
配
置

・
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

　

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

　

築

答

町
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

武
豊
ネ
ウ
ボ
ラ
の
整
備
計
画
は

■健診時の個別面談の様子

答

健
康
課
長

13 >>>議会だより 　　　　NO.155 >>> 2016年4月15日発行

797
選択したテキストを置換え
公明党議員団

甲斐 百合子 議員

797
取り消し線

797
テキストボックス
 公明党議員団
甲斐 百合子 議員



